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文
学
部
古
文
書
室
の
概
要

二
三
九　
（
二
三
九
）

　

文
学
部
古
文
書
室
に
は
、
か
つ
て
野
村
兼
太
郎
経
済
学
部
教
授

（
当
時
、
以
下
同
）
が
収
集
さ
れ
た
前
近
代
資
料
（
古
文
書
・
古

記
録
・
古
地
図
な
ど
）
約
五
〜
六
万
点
を
保
管
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
約
三
万
点
が
、
関
東
地
方
を
中
心
と
す
る
農
村
文
書
で
、
庶

民
の
生
活
実
態
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
研
究
素
材
と
し
て
塾
内
外

の
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
約
二
万
点
は
、
寺
社
・
公

家
・
武
家
・
商
家
の
家
別
文
書
か
ら
な
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

寺
社
・
公
家

二
条
家
・
下
間
家
（
京
都
本
願
寺
）・
賀
茂
社
家
・
鴨
脚

家
・
宝
鏡
寺
・
比
叡
山
・
東
漸
寺
（
下
総
国
）・
東
久
世

家
・
御
岳
山
神
社
・
石
清
水
八
幡
宮

　

武
家

長
岡
家
（
二
本
松
藩
代
官
）・
柴
崎
家
（
白
川
藩
士
）・
野

村
家
（
越
前
松
平
家
用
人
）・
仙
石
家
（
出
石
藩
主
）・
梶

川
家
（
松
平
安
芸
守
家
人
）・
松
平
深
溝
家
（
島
原
藩

主
）・
中
川
家
（
肥
後
岡
藩
主
）・
伊
丹
家
（
津
山
藩
大
坂

留
守
居
）

　

商
家

津
軽
屋
（
江
戸
湯
島
）・
横
溝
家
（
品
川
宿
）・
水
戸
屋

（
江
戸
）・
菱
屋
（
京
都
御
池
之
町
）・
辰
巳
屋
（
伏
見
）・

小
島
屋
（
大
坂
船
町
）・
古
森
家
（
伊
勢
国
宇
治
山
田
）・

石
見
銀
山

　

こ
の
ほ
か
古
地
図
・
村
明
細
帳
・
宗
門
帳
・
武
鑑
な
ど
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
文
書
か
ら
な
る
。
野
村
兼
太
郎
収
集
文
書
以
外
で
は
、

幕
末
〜
明
治
期
に
か
け
て
の
長
崎
の
豪
商
で
第
十
八
国
立
銀
行
創

設
に
か
か
わ
っ
た
永
見
家
文
書
、
あ
る
い
は
近
世
後
期
藩
政
改
革

の
成
功
で
知
ら
れ
る
宇
和
島
伊
達
家
文
書
等
が
、
文
学
部
卒
業
の

塾
員
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　

古
文
書
室
は
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
に
三
田
研
究

文
学
部
古
文
書
室
の
概
要

田　

代　

和　

生



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
四
〇　
（
二
四
〇
）

棟
建
築
を
期
に
創
設
さ
れ
た
。
速
水
融
経
済
学
部
教
授
と
中
井
信

彦
文
学
部
教
授
が
発
起
人
と
な
り
、
野
村
教
授
没
（
一
九
六
〇

年
）
後
旧
研
究
室
棟
内
に
置
か
れ
て
い
た
貴
重
な
古
文
書
・
古
記

録
・
古
地
図
な
ど
の
保
存
を
は
か
る
た
め
、
か
つ
ま
た
こ
れ
を
死

蔵
す
る
こ
と
な
く
調
査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
古
文
書
室
を
図
書
館
内
で
は

な
く
、
あ
え
て
研
究
室
棟
内
に
設
置
し
た
理
由
と
も
重
な
る
。
厖

大
な
古
文
書
の
整
理
作
業
を
、
教
員
と
大
学
院
生
・
学
部
学
生
等

の
協
力
に
よ
り
推
進
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
高
度
な
専
門
的
知

識
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
古
文
書
を
、
身
近
な
研
究
素
材
と
し
て

一
般
に
提
供
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
は
か
る
こ
と
な
ど
も
、

古
文
書
室
設
置
の
重
要
な
目
的
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
毎
年
、
夏

期
の
二
週
間
が
古
文
書
の
整
理
作
業
期
間
と
さ
れ
、
難
易
度
の
高

い
古
文
書
を
解
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
大
学
院
生
が
学
部
学
生

を
指
導
し
て
い
く
と
い
う
、
ま
さ
に
「
半
学
半
教
」
の
福
澤
精
神

を
実
践
す
る
整
理
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か

け
て
、
古
文
書
室
は
「
教
育
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
開
発

計
画
」
に
基
づ
き
、「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
デ
ジ
タ
ル
検

索
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
に
以
下
の
目
録
を
刊
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
い
ず
れ
も
デ
ジ
タ
ル
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。

『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
目
録　

農
村
文
書　

武
蔵
国
』　

（
上
・
中
・
下
）

『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
目
録　

武
家
文
書　

相
良
家
』　

『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
目
録　

武
家
文
書　

宗
家
』

　
（
相
良
家
・
宗
家
文
書
は
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

　

さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
古
文
書
室
は
文
学
部

の
附
置
組
織
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
文
学
部
古
文
書
室
関
係

資
料
目
録
編
纂
委
員
会
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
二
〇
一

一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
に

　
『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
目
録　

農
村
文
書　

南
関
東
』

を
刊
行
し
、
こ
れ
も
公
開
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
古
文
書
室
Ｈ

Ｐ
（
文
学
部
Ｔ
Ｏ
Ｐ
よ
り
）
を
た
ち
あ
げ
、
こ
こ
に
古
文
書
室
の

概
要
・
沿
革
・
所
蔵
資
料
・
利
用
案
内
を
掲
載
し
、
整
理
済
み
史

料
に
つ
い
て
は
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
キ
ー
ワ
ー

ド
、
年
月
日
指
定
に
よ
る
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム

は
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
に
文
書
群
検
索
機
能
が
実
装

さ
れ
、
文
書
群
デ
ー
タ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
た
目

録
以
外
に
も
、
寺
社
文
書
や
商
家
文
書
の
一
部
、
あ
る
い
は
北
関

東
の
整
理
済
み
史
料
な
ど
の
検
索
も
可
能
と
な
り
、
そ
の
登
録
点

数
は
現
在
約
三
五
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
。
ま
た
文
学
部
の
組
織
に
位



文
学
部
古
文
書
室
の
概
要

二
四
一　
（
二
四
一
）

置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
野
村
教

授
収
集
文
書
が
古
文
書
室
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

に
は
こ
れ
ま
で
内
容
が
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
古
代

末
か
ら
中
世
期
に
か
け
て
の
古
文
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
文
学
部
の
専
任
教
員
ら
に
よ
る
研
究
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
。

　

古
文
書
室
は
、
散
逸
の
激
し
い
関
東
地
方
の
地
方
文
書
を
中
心

に
保
管
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
（
県
史
・
市
町

村
史
な
ど
の
編
纂
事
業
）
に
よ
る
史
料
調
査
の
対
象
と
な
り
、
そ

こ
か
ら
の
情
報
発
信
に
よ
っ
て
保
管
史
料
の
内
容
が
外
部
に
知
ら

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
利
用
者
は
地
方
史
・
農
村
史
・
郷
土
史

に
か
か
わ
る
研
究
者
が
多
く
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
塾
外
か
ら
の

来
訪
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

　

今
回
、
三
田
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
「
慶
應
義
塾
の

古
文
書
─
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
史
料
を
中
心
に
」
を
開
催
し
、

古
文
書
室
が
公
開
す
る
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
解
説
と
、
所

蔵
古
文
書
の
う
ち
内
容
が
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
中
世
文
書

と
近
代
文
書
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
発
表
者
は
、

い
ず
れ
も
塾
内
研
究
者
で
あ
る
。
ま
ず
古
文
書
室
側
が
情
報
を
自

ら
発
信
す
る
立
場
に
な
り
、
こ
の
内
容
豊
富
な
貴
重
な
史
料
群
を
、

よ
り
広
い
分
野
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
じ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
今
回
の
発
表
を
通
じ
て
、
古
文
書
室
の
保
管

す
る
史
料
群
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
史
料
を
収
集
さ
れ
た
野
村
兼

太
郎
教
授
の
歴
史
に
注
が
れ
る
熱
い
ま
な
ざ
し
を
見
透
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。


